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 令和２年第２回 

幸手市教育委員会定例会会議録 

招 集 期 日  令和 2年 2月 12日（水）午前 9時 30分 

開 会 場 所 幸手市立幸手中学校 ２階 会議室 

開会の日時・宣告者 令和 2年 2月 12日（水）午前 9時 30分 山 西 実 

閉会の日時・宣告者 令和 2年 2月 12日（水）午後 0時 13分 山 西 実 

出

席 

状

況 

職  名 氏    名 摘 要 職  名 氏   名 摘 要 

教 育 長 山  西  実 出 席 教 育 委 員 齊 藤 一 夫 出 席 

職務代理者 尾島 紗緒里 出 席 教 育 委 員 会 田 研 司 出 席 

教 育 委 員 満 木 信 吉 出 席    

傍聴人：０人 書 記：大 竹 孝 典・河 口 奈 緒 

議 

 

事 

 

参 

 

与 

 

者 

職   名 氏   名 職   名 氏   名 

教 育 部 長 杉 田 和 洋   

総 務 課 長 長 田  広   

指 導 課 長 堀 越 成 夫   

社会教育課長  百 瀬  修   
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会 議 事 件 名 顛             末 

開    会 

午前９時 30分 

 

 

日程第１ 

幸手中学校の運営 

状況等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 開会を宣する。 

 

 

幸手中学校長 

 幸手中学校の運営状況等について、資料により説明する。 

≪質疑≫ 

満木委員 

 知・徳・体のバランスは極めて大事で、就職の面接試験で

は面接官がおよそ２分で、採用していい人間かの判断が

つくという。先ほど、学習ノートの取組について説明があ

ったが、子供達には、ただやりなさいと指導するだけでは

なく、知・徳・体のバランスが如何に大事か、また何故こ

の取組が必要なのかという理由を示していただき、子供

達の動機付けとなるようご指導いただきたい。 

 サッカーで例えるなら、シュートが上手くなるためには

この練習が必要だといった動機付けをしてあげると思

う。学習についても同様ではないかと思う。 

幸手中学校長 

 生徒には、例えばマラソンだと自分の前や後ろに誰がい

て、自分が休んでいるときに誰に抜かれたか目に見える

が、勉強は目に見えない競争で、その見えない競争に勝つ

ために努力することが必要だと教えている。 

 教員には、学習ノートを通じて生徒に学習の習慣を身に

付けさせるとともに、やった成果を実感できるよう、短い

期間で小テストを実施するなどの取組をお願いしてい

る。 

会田委員 

 令和３年度に幸手中学校で、関東甲信越中学校道徳教育

研究会関東地区の研究発表が開催されると伺っている

が、校長の指導のもと、着実に道徳教育の研究が進んでい

ることを大変嬉しく思っている。本日も午後から研究授

業があるとのことだが、引き続き教員のモチベーション

を保っていただきながら、是非、幸手中学校や幸手市の良

さをアピールできるようお願いしたい。本日の研究授業

は、どなたが指導されるのか。 



 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幸手中学校長 

 本日は、今年度の関東地区代表である久喜中学校の堀内

俊吾校長にご指導いただく。研究発表は、令和３年 10月

22 日に開催され、関東近辺から 300 名ほど来校される予

定である。 

齊藤委員 

 不登校の話があったが、引き続き改善に向けて対応をお

願いしたい。それから、ミニ駅伝大会の話があったが、こ

ういった行事は子供達の心に良い思い出として残ると思

うので、素晴らしい企画だと思う。これからもよろしくご

指導をお願いしたい。 

幸手中学校長 

 本校は、平成 30年度に幸手市教育委員会から体力向上推

進校の指定を受けており、令和２年度の 10月下旬に研究

発表を行う。体育科の教員が３名しかいないが、他の教職

員も協力しながら鋭意取り組んでおり、県平均をかなり

上回っているので、是非、ご覧いただきたい。 

教育長 

 どういった取組が体力向上に繋がったのか。 

幸手中学校長 

 ６月に実施した体力テストで点数が低かった項目につい

て、体育の授業の最初の５～10 分に強化練習を取り入れ

たところ、11～12 月に実施した再テストで全項目が県平

均を上回ったところである。 

教育長 

 現状を把握して、改善に向けて繰り返し取り組むという

姿勢が、幸手市の中学校の良さだと考えている。家庭学習

でも生活習慣でも、このサイクルをどう作っていくかが、

伸びていく要因の一つだと思う。 

尾島職務代理者 

 不登校の問題は、幸手中学校だけではなく、県全体でも増

えていると聞く。不登校の子供は、同級生からの声掛け

や、信頼できる先生に相談に乗ってもらえると、安心する

と思うので、周りがフォローする環境を作れると良いと

思う。 

幸手中学校長 

 不登校の子供は、最近では同級生とＳＮＳで繋がってお

り、全く関係が途切れてしまっているということはない。
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日程第２ 

前回会議録の承認 

 

 

 

 

 

日程第３ 

協議事項(民法の一部

改正に伴う幸手市成

人式のあり方につい

て) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、委員がおっしゃるとおり、同級生や信頼できる先

生からの働きかけで改善が見られた状況もあるので、引

き続き時間をかけながら取り組んでいきたい。 

 

 

教育長 

 令和２年第１回教育委員会定例会の会議録の内容につい

て質問を求める。 

≪質疑≫ 質疑なし。 

≪承認≫ 全員異議なく承認。 

 

 

社会教育課長 

 民法の一部改正に伴う幸手市成人式のあり方について、

資料等に基づき説明する。 

≪質疑≫ 

齊藤委員 

 選挙権の年齢が 18歳以上に引き下げられることを考える

と、成人式を 18歳で開催という考えもあるが、個人的に

は高校３年生で成人を祝うのは、少し早い気がする。 

一般社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会の「成人式に関

するアンケート」によると、21 歳でも良いという回答が

0.9％あるが、何故か。 

教育長 

 満年齢で１月開催とすると、早生まれの人が成人してい

ないので、全員が成人になっている翌年開催ということ

で、21 歳と回答しているのかもしれない。幸手市で開催

している還暦式と同じ発想かもしれない。 

満木委員 

 内閣府が実施した「成年年齢の引き下げに関する世論調

査」によると、全国 16～22 歳の日本国籍を有する者の

71.9％が 20歳での開催が良いと回答している現状を考え

ると、当事者の意見に重点を置いた方が良いと思う。 

社会教育課長 

 今年度の成人式実行委員会の委員にアンケートを取った

ところ、９名全員が現状の 20歳開催で良いとの回答だっ

た。委員からは、18 歳だと大学受験があるので、人が集

まらないのではとのご意見があった。 
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会田委員 

 18 歳で開催だと、高校の卒業式で校長の祝辞を聞かない

うちに自治体からお祝いすることになり、違和感がある。

20 歳であれば早生まれの人も全員成人を迎えているの

で、式の名前を変えて 20歳の時にお祝いをした方が良い

と思う。 

尾島職務代理者 

 アンケートの結果にも示されているが、保護者としては

入試・入学で出費が重なるし、子供に晴着を着てもらいた

いという思いもあるので、出費を考えると現状のままが

良いと思う。最終的には当事者の意見を反映するのが一

番だと思う。 

ちなみに成人式は、いつ、どういった経緯で始まったの

か。 

会田委員 

 1946 年に埼玉県蕨市で開催された青年祭がスタートらし

い。なお、1949年１月 15日に成人の日が制定されたが、

その根拠は、元服の儀を新年最初の満月の日に行うとい

う風習があったからとされている。祝日に関する法律で

１月 15日と定められたが、法律が改正されて現在は、第

２月曜日が成人の日となったようである。 

教育部長 

 成人の日という祝日は残るのか。 

会田委員 

 国が祝日の扱いをどうするかは、問題だと思う。どちらに

せよ、成人の日という言葉は使えないのではないか。 

教育長 

 例えば、二十歳を祝う会となるのかもしれない。 

 教育委員会のご意見としては、20歳を一つの区切りとし、

式の内容やネーミングについては、20 歳を祝うに相応し

いものとなるよう調整するという方向性でよいか。 

教育部長 

 本日いただいたご意見を政策会議や、市長が入る庁議に

お示しし、最終的には年度内、若しくは来年度早々に検討

したい。 

実際には令和４年度から施行だが、早い方は１～２年前

から着物を予約される方もいるので、できるだけ早い時

期に公表した方が良いということで、本日、ご審議いただ
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日程第４ 

議案第２号 

令和元年度幸手市一般

会計補正予算（第７号）

教育費の要求について 

 

 

議案第３号 

令和２年度幸手市一般

会計当初予算教育費の

要求について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いた。 

 

 

 

教育部長 

 議案書により説明する。 

≪質疑≫ 質疑無し。 

≪採決≫ 全員異議なく原案どおり議決。 

 

 

教育部長 

 議案書により説明する。 

≪質疑≫ 

満木委員 

 予備費はあるのか。 

教育部長 

 予備費は、教育委員会だけではなく、市全体の予算として

持っている。不測の事態が発生した際に、予備費から充当

してもらい対応するものである。 

満木委員 

 直近の児童・生徒数を伺う。 

指導課長 

 令和２年１月 20日現在の令和２年度児童・生徒数で申し

上げると、児童が 2,241人、生徒が 1,098人である。 

満木委員 

 私は、中学校の授業だけで英語を習得できるとは思って

いない。何度も申し上げているが、英語を毎日 30分～１

時間聞いて、それを読むという作業を繰り返すことが、最

短で習得できる方法だと思っている。そのためには英語

を聴くための専用ディバイスが必要だと思い、予備費に

ついて伺った。2020 年という節目の年に、専用ディバイ

スを児童・生徒に配布できれば、英語が不得意な状況を打

開するという強い意思表示になると思う。予算の要求が

通らなかったとしても、提案することは必要だと思う。 

教育部長 

 予算書の形になると見えなくなってしまうが、還暦式や

学校設備の老朽化対策など、要求上はかなりの額を要求

している。しかし、市全体の予算の中では配当がない状況
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である。ただ、満木委員がおっしゃるとおり、要求しなけ

れば訴えも届かないので、いただいたご意見については

研究しながら、今後も必要な要求を行っていきたい。 

満木委員 

 幼児教育の無償化で国庫補助が入るほか、市長のお考え

でしょうが還暦式を開催しないということであれば、そ

の分減額となった予算を専用ディバイスに回していただ

くよう、令和２年度の教育委員会からの提言という形で

お願いすることはできないか。 

教育部長 

 英語教育に係る令和２年度予算としては、ＡＬＴの増員

に係る費用について、教育長を中心に市当局に粘り強く

働きかけを行い、なんとか配当いただいたところである。

専用ディバイスの活用についても、英語教育全体の取組

として研究させていただきたい。 

満木委員 

 本日、英語の授業を視察して、ＡＬＴがいると英語を身近

に感じることができて非常に良いと感じたが、人件費が

極めて高いというデメリットがある。専用ディバイスは、

生徒一人一人に一人のＡＬＴを付けていると同じだと思

うので、是非、実現していただきたい。 

指導課長 

 専用ディバイスについては、検討してきたい。 

教育長 

 英語教育のあり方については、ＡＬＴの持っている良さ

や教科書の扱い方、専用ディバイスの導入など、どういっ

た取組が英語教育の充実に繋がるか調査・研究していく

必要があると思うので、貴重なご提言として承りたい。 

満木委員 

 校務支援システムの導入は、現場の教職員と教育委員会

のどちらがイニシアティブをとって予算要求を行ったの

か。 

総務課長 

 教育委員会としては、平成 26年度に整備した校務用パソ

コンの入替時期に併せて、校務支援システム導入の必要

性を感じており、社会の動向も踏まえて教職員との協議

の中で導入したものである。 

満木委員 
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専決報告第１号 

幸手市教育委員会教育

長の専決処理に対する

報告について 

 

 

 現場の教職員が予算要求を行うことは難しいと思うの

で、やはり教育委員会がイニシアティブをとって、予算要

求を行う必要があると思う。 

教育部長 

 予算要求を行う前提として毎年、各部署で実施したい事

業の概要や概算費用をまとめた３年間の実施計画を政策

課へ提出することになっており、この計画に載っていな

い事業については原則、予算を配当できないことになっ

ている。次年度の実施計画に向けて、英語教育全体の見直

しや新たな取組の実施について、調査・研究していきた

い。 

 それから先程、幼児教育無償化の話があったが、これは国

が急遽決めた制度で、令和元年度は国が全額補助するが、

令和２年度以降については、公立幼稚園は全額自治体負

担となるものであり、これも財政を苦しめているところ

である。 

教育長 

 ちなみに、英語検定の検定料補助に係る事業については

実施計画に載っているが、予算の配当はなかった。改めて

ＡＬＴの増員や英語検定料の補助、専用ディバイスの導

入など、整理する必要があるので、いつまでという指定は

できないが指導課の宿題とさせていただきたい。 

満木委員 

 話は変わるが、中学校にもスマホの啓発ポスターを常に

生徒の目が届くところに貼っていただきたい。 

指導課長 

 講演会開催後、各校では様々な啓発に取り組んでいるが、

啓発ポスターについては再度、校長会等を通じて指導し

ていきたい。 

≪採決≫ 全員異議なく原案どおり議決。 

 

 

指導課長 

 議案書により説明する。 

≪質疑≫ 質疑無し。 
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専決報告第２号 

幸手市教育委員会教育

長の専決処理に対する

報告について 

 

 

日程第５ 

行政報告 

１ 教育長報告 

 

 

 

 

 

 

２ 事務局からの 

主要な報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導課長 

 議案書により説明する。 

≪質疑≫ 質疑無し。 

 

 

 

 

 

教育長 

 １ 各種教育長会議等 

２ 自己評価シートに係る校長面接 

３ 各種研修会等 

について資料により説明する。 

 

 

総務課長 

１ インフルエンザ様疾患等による学級閉鎖等状況 

(1/10～2/6) 

２ 市及び教育委員会の新型コロナウィルスへの対応 

状況 

指導課長 

 １ 令和２年度幸手市立小・中学校学級編制・児童生徒数

見込みについて 

２ 令和元年度学校評価の結果について 

３ 令和元（平成 31）年交通事故ゼロ表彰校 

４ 今後の行事予定 

指導課長（吉田幼稚園） 

１ 今後の行事予定 

社会教育課長 

１ 報告事項 

２ 今後の主な行事予定 

社会教育課長（公民館） 

１ 修繕工事 

２ １月の利用状況 

社会教育課長（郷土資料館） 

 １ 報告事項 

 ２ 今後の事業予定 

社会教育課長（図書館） 
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 １ 報告事項 

 ２ 利用状況 

 ３ 今後の事業予定 

 ４ 予約の多い図書（上位５冊） 

 ５ 購入図書リスト 

社会教育課長（体育施設） 

 １ 利用状況 

 ２ 今後の主な行事予定 

 ３ 今後の主な利用予定 

について資料により説明する。 

≪質疑≫ 

会田委員 

 令和２年度に吉田小学校で複式学級となるのは、何年生

か。 

指導課長 

 ３年生が４名のため、２年生と３年生が複式学級となる。 

会田委員 

 複数の学年の異なる単元を一人の教員が指導するという

ことは、私自身も経験が無いし、現実問題難しいと思う。

理想を言えば、市費で臨時教員を一人配置できれば良い

と思っていたが、財政状況を考えると厳しいということ

は理解できる。しかし、せっかく市長が、県内トップレベ

ルまでの学力の引き上げを公約に掲げているのであれば

是非、予算的配慮をしていただきたかったと思う。 

対応策として、県費負担教職員で特別に加配が付くとい

うことはあるのか。 

指導課長 

 複式学級の教育活動が円滑に行われるよう、定数以外の

加配教員の配置について、県教育委員会へ要求を行って

いきたいと考えている。 

会田委員 

 加配教員は、授業の充実のために配置されるもので、複式

学級のために配置されることは無いと思うが、複式学級

に便宜的に加配教員を充てることができれば、教員の負

担は軽減されると思うので、ご配慮いただければと思う。 

指導課長 

 加配教員の配置に当たっては、その辺も含めて検討して

いきたい。 
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会田委員 

 小・中学校評価結果について、昨年度も申し上げたが、小

学校と中学校を比べると、中学校の教職員の評価が、４段

階のうち「どちらかと言えば・・・」という評価が、小学

校に比べて多い気がする。 

 例えば「分かる授業に努めていますか」という設問に対し

て、小学校は 80％以上の教員が「そう思う」と回答して

いるが、中学校は専門教科でありながら、小学校に比べて

少ない状況である。 

自己主張をあまりしないのは日本人の美徳かもしれない

が、プロの教員なら「そう思う」と言い切れる教員が 100％

いても良いと私は思う。是非、指導課から学校へご指導い

ただきたい。 

また先程、授業を視察したクラスは、非常に良い学級掲示

をしていたが、外にも素晴らしい授業や学級経営に取り

組んでいる教員も沢山いると思うので、良い取組は他校

にも広めていただきたい。 

指導課長 

 ご指摘いただいた点については昨年度、４月の校長会等

で分かる授業に努めていると回答する教員が 100％にな

るよう努力する必要があるとの話をしたところである。

しかし、結果として前年度からあまり改善されていない

状況なので、引き続きお願いしてきたい。 

 また、良い取組についても、引き続き学校間で共有してい

きたい。 

教育長 

 私からも昨年の３月と４月の校長会で話をしたところだ

が、学校評価の回答は学校によって差があると感じてい

る。 

例えば、教員の評価は低いが、子供や保護者の評価は高い

学校もあれば、逆に私から見ても教員がよく頑張ってい

ると思うのに、保護者の評価が低い学校もあった。これ

は、学校のＰＲ不足なのか、それとも保護者の関心が薄い

のか、または教員の意識の持ち方が甘いのか、校長として

しっかり分析する必要があるとの指摘もしたところであ

る。 

尾島職務代理者 

 ３点お話ししたい。 
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日程第６ 

その他 

１ 次回定例会の 

日程 

 

 

 

 

 

 

１点目は、前回もそうだが、小・中学校評価結果のうち、

教育相談の設問で、「どちらかと言えばそう思わない」「そ

う思わない」の割合が、中学校になると増えてしまう点

が、毎年気になっている。 

２点目は提案だが、小・中学校評価の設問に、スマートフ

ォンに係る設問を入れたらどうか。設問を入れることで

子供や保護者に自覚が芽生えるのではないか。 

 ３点目は、３月１日に公民館まつりが開催されると思う

が、チラシやプログラムはあるか。私も一昨年から発表団

体として参加しているが、全体的に観覧者が少ないので、

公民館の利用者数増加に繋がるよう、文化祭のように周

知できないか。 

指導課長 

 スマートフォンに係る取組については、毎月 11日を「ス

マホを考える日」と設定して取り組むとともに、10 月か

ら 11月にその活用状況について調査を行っている。経年

で調査結果を分析する必要もあるので、そちらとの兼ね

合いも含めて検討したい。 

社会教育課長 

 今月の 14 日に公民館まつり実行委員会が開催されるの

で、公民館クラブ連絡協議会と調整したい。 

教育部長 

 現実的に今から広報紙等で周知することは難しいので、

次年度はもう少し前倒しして、内容の検討・決定ができる

ような体制を作るとともに、遅くともひと月前には周知

できるような体制を整えられるよう指示したい。 

 

 

 

 

各委員の意見を調整した結果、３月の定例会については、

次のとおり決定する。 

第３回教育委員会定例会 

日時 令和２年３月 17日（火） 

午前９時 30分～ 

場所 郷土資料館 会議室 
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２ 次回臨時会の 

日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 次回の協議事項 

 

 

 

 

 

４ その他 

 

 

 

 

閉   会 

午後 0時 13分 

各委員の意見を調整した結果、臨時会については、次のと

おり決定する。 

第１回教育委員会臨時会 

日時 令和２年２月 26日（水） 

午後６時 00分～ 

場所 教育長室 

 ただし、議会の運営状況によっては、文書による持ち回り

決裁とする。 

 

 

指導課長 

 本日、幸手中学校の英語科の授業を視察いただいたが、３

月の協議事項は、英語教育の現状について、協議を行うこ

ととする。 

 

 

指導課長 

 幸手市立幼稚園・小・中学校の卒園式、卒業式への出席依

頼について、資料に基づき説明する。 

 

 

教育長 

閉会を宣す。 
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ほ か 特 に 重 要 

と 認 め る 事 項 

 

な  し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記会議の顛末を記載し相違ないことを証するため、こ

こに署名する。 
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